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得たい                

 

 

 

 

運動会練習が始まりました 
★結団式で話したこと 

 去る５日（金）に運動会の結団式が行われました。式の初めに、私は 

「運動会を皆でつくること」について話しました。 

 今年の運動会のスローガン「みんなで協力 笑顔あふれる運動会」の 

とおり、笑顔がいっぱいあふれる運動会にしましょう。そのためには、 

日頃から取り組んでいる「玉椿の３つの K」が大切です。 

３K：元気でやりぬく子…いつも以上に運動に取り組み、好きになりま 

しょう。また生活リズムを整えて健康な身体をつくり、本番に臨みましょう。 

１K：助け合う子…全校みんなで運動できることに感謝し、互いの頑張 

りを認め合い、競技や演技を楽しみましょう。 

２K：よく考える子…競技や演技、係の仕事等、運動会への取組を通し 

て自分でよく考える力を身に付けましょう。 

 この３つは本校の運動会のねらいそのものです。一人一人が自分ので 

きることに取り組み、皆で運動会をつくっていく中で共に育っていくこ 

とを期待します。一生懸命に取り組む道のりでは多少のケンカや涙もあ 

るかもしれませんが、運動会本番には皆が笑顔になれますように…。 

★応援リーダーを中心に早くも高まるチームワーク、そして… 

 その後は赤白に分かれての時間となりましたが、初日とは思えないほ 

ど、とても充実した練習となりました。どの団も応援リーダーの指示を 

よく聞き、声出しや手拍子、応援歌、振り付け等をしっかりと行動に移 

そうとしていました。赤も白も素晴らしいチームワークで、練習がどん 

どん進みました。何といっても６年生の団長・副団長らを中心にした応 

援リーダーの意気込みが素晴らしく、それを感じ取った団のメンバーが 

我も我もとやる気を出し、全員で応援の雰囲気を高めていました。 

 よく見ると、応援リーダーの中には日頃人前に立ったり大きな声を出 

したりする印象の少ない子もいます。しかし、今回の応援練習では胸を張り、口を大きく開けて声を出し

ています。あとで「応援リーダー、 

どう？」と聞くと、即座に「楽し 

い！」「だんだん慣れてきた」と 

答えてくれました。新しいことに 

挑戦し、運動会を楽しもうとする 

気持ちが伝わり、嬉しく思います。 

その前向きな気持ちであと２週間 

を駆け抜けてほしいです。 

 

               ★地域ボランティアの皆さんに優しく教わる「黒部踊り」 

                        運動会の最後に予定している「黒部踊り」は、村椿地区ボランティア 

部会の皆さんに教わりながら練習する計画となっています。9日（火） 

には第 1回目を行いました。YouTubeの動画も参考にしましたが、や 

はり近くで実演して教えてもらえるのが一番です。1年生も見よう見ま 

ねで少しずつ上手になりました。16日（火）にも 2回目の練習会を予 

定しています。ボランティア部会の皆様、よろしくお願いします。 
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★地味な仕事も「笑顔あふれる運動会」をつくる大事な一歩です 

 毎年本校の運動会のシーズンには、グラウンドへの出口がある会議室が物資の一時置き場となります。 

その準備として、5年生が会議室内の机や椅子を廊下に出し、床一面にブルーシートを敷いてくれまし 

た。ワイワイと声を出しながらも皆で協力し、しっかりと仕事をし 

た 5年生。さすが働き者の子供たちです。ありがとう！ 

                  一方、今週から少しずつ除草 

も始めています。今週は 1限の 

前半に応援練習等を行った後、 

水分補給をしてから最後の 10 

～15分間を除草に取り組むよう 

にしました。短時間ながら確実 

に雑草が減ってきています。 

 一見地味な仕事も「皆で自分たちの運動会をつくること」の大事な 

一歩だと捉えられたら、それも大切な学習の一つになると思います。 

 

シリーズ「教室におじゃまします」９月９日（火）２年算数科の巻 

 この日は「計算のしかたをくふうしよう」の 2時間目でした。前の時間には 

               3つの数のたし算の仕方を工夫するために、 

               （  ）をつける 数を動かすの２つの方法 

               があることを少し学習していました。それを 

踏まえて今日はまず練習問題に取り組みます。 

① 6＋12＋8 …これは  6＋（12＋8）とする 

 かと思いきや、（6＋12）＋8 とする子も数名いました。ただ、さほど 

 苦もない様子で 18＋8＝26 と、正しい答え「26」を出せました。 

② 9＋34＋6 … ここでも （9＋34）＋6 と考える子が数名。ただし、今

回は繰り上がりが２回もあり、簡単には答えが出せません。ここでようやく、「34＋6 を先に計算した方が

簡単かもしれない」と皆が気付き始めました。「40になった方がそのあと簡 

単だよね」「筆算しなくてもいいし…！」 

 ここで廣瀬先生が「計算の○は○か○せって 

知ってるかな？」と子供たちにさりげなく 

説明を始めました。「○はやく ○かんたんに 

○せいかくに 計算できる方がいい」と知り、 

１人の子が「ノートにメモしとこう！」と 

小さく叫びました。その声につられて他の子もノートに「○は○か○せ」の 

メモを取り始めました。その様子がとてもかわいらしかったです。 

 次は文章問題に移りました。計算の工夫を考えて「計算○は○か○せ」になりましょうね。 

                 

＜おまけのひとりごと＞昨年の運動会は後半は雨のため体育館での実施でしたが、逆に思いがけずよいこともありました。その一つ
が黒部踊りです。会場の皆さんのほとんどが参加してくださり、子供も大人も実に和気藹々と…。今年も是非、たくさんの皆さんに
参加してほしいです！ 実は 9 日、16 日ともに所用により学校での練習に参加できない私。YouTube の動画を見て個人練習をしよ
うと思いますが、まあ少しぐらい間違えたっていいですよね。見よう見まねで輪の中に入って踊らにゃ損損、楽しんだ者勝ちです。 


